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東
大
に
通
う
人
々
が
い
つ
も
み
て
い
る
時
計
が
あ

る
。
だ
け
ど
、
目
に
入
っ
て
も
気
に
な
ら
な
い
ら
し

い
。
東
大
闘
争
の
後
に
入
学
し
た
頃
、
争
通
う
に
う
通
搭
に 蒄

ら

つゾ

。
搭
つゾ

搭

。東
し

な
争
の
の
後
後
に

�
S

頃 う 通 Ξ 厭 ∵
通

も な な 儒 通の 環 後 勹の
厭

に な 憤

う房済

�S

郷
に
移
転
、
理
学
部
も
明
治
二

十
一
年
に
移
っ
た
。

J
・
コ
ン
ド
ル
の
設
計
し
た
法

文
二
学
部
は
本
郷
通
り
に
面
し
て
、
医
学
校
と
は
別

の
方
向
を
向
い
て
い
た
が
、
時
計
塔
を
持
た
な
か
っ

た
。
理
学
部
も
そ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
何
故
か
明
治
二
十
一
年
に
移
っ
た
工
科

大
学（
写
真
�
）に
は
時
計
塔
が
造
ら
れ
た
。
そ
の
前

身
、虎
の
門
に
あ
っ
た
工
部
省
工
学
寮
の
建
築（
写
真

�
、
当
初
博
物
館
の
ち
生
徒
館
）は
、
明
治
六
年
に

建
設
、
東
京
で
二
番
目
に
で
き
た
時
計
塔
を
持
っ
て

い
た
。
明
治
期
の
東
京
名
所
と
な
っ
て
頻
繁
に
画
題

に
使
わ
れ
て
い
る
。
辰
野
金
吾
の
設
計
し
た
本
郷
の

工
科
大
学
は
内
庭
を
持
つ
ロ
字
型
の
建
築
で
、
奥
の

屋
根
の
上
に
時
計
塔
を
乗
せ
て
い
た
。
本
郷
通
り
に

開
い
た
借
正
門（
現
在
の
正
門
の
位
置
）辺
り
か
ら
は

見
え
な
い
。
そ
の
鐘
の
音
は
さ
さ
や
か
で
工
科
大
学

本
館
付
近
の
人
々
の
耳
に
よ
う
や
く
届
く
ほ
ど
だ
っ

た
と
い
う
。
き
っ
と
先
に
あ
っ
た
医
科
大
学
の
時
計

塔
に
遠
慮
し
て
、
工
科
大
学
近
く
か
ら
し
か
見
え
な

い
よ
う
、
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
慎
重
に
配
慮
さ
れ
た

に
違
い
な
い
。
工
科
大
学
校
舎
は
本
館
の
後
ろ
に
増

設
さ
れ
て
ゆ
く
。

　

医
科
大
学（
前
医
学
部
）本
館（
写
真
�
）は
、
明
治

四
十
四
年
に
不
用
建
築
と
し
て
取
り
壊
さ
れ
て
、
赤

門
の
脇
に
移
築
さ
れ
史
料
編
纂
掛
の
建
物
に
な
っ

た
。
そ
の
時
、
明
治
初
年
以
来
の
時
計
は
下
ろ
さ
れ

た（
な
お
、
昭
和
四
十
四
年
に
小
石
川
植
物
園
に
移

築
、
重
要
文
化
財
）。

　

東
大
に
大
講
堂
が
計
画
さ
れ
た
の
は
明
治
末
年
だ

が
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
の
直
後
に
完
成
し

た
建
物（
現
存
の
安
田
講
堂
）は
正
面
か
ら
見
る
と
時
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